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日頃の感謝を込めて、10月21日から11月25日に
かけて、各地区で「ＪＡまつり」を開催しました。

ＪＡまつりは、新型コロナウイルス感染拡大の影響などで
４年ぶりの開催となりました。各地区の趣向を凝らした
イベントの様子をご紹介いたします。

郡山地区では10月29日から11月18日に
かけて、８ヶ所で開催しました。各会場で、
青年連盟や女性部による模擬店の出店や
農産物の販売を行いました。日和田支店
では、西田支店、富久山支店と合同開催
し、同地区女性部の発表や「パチッコリ
ン」のお笑いライブを披露する芸能祭の
ほか、マグロの解体ショーなど様々な催し
でたくさんの来場者を楽しませました。

郡山地区

４年ぶりに開催！

たむら地区は「“ありがとう”
４年分の感謝を込めて」
をテーマに、10月21日に
小野町の町民体育館及び
駐車場で開催しました。

ステージイベントでは、小
野町伝統の小町夢太鼓の
披露や大餅つき大会、「ぺ
こぱ」お笑いライブなどが
行われ、会場を盛り上げま
した。

たむら地区

ふたば地区は11月11日、震災
後初めて富岡町の当ＪＡふたば
統括センター駐車場にて開催
しました。青年連盟や女性部
が出店し、恒例の抽選会や大
人も子どもも楽しめる縁日コー
ナー、ドローンの操縦体験、農
機具の展示・販売を行いまし
た。また、先着500名様に卵
をプレゼントしました。

ふたば地区

いわき地区は11月25日、い
わき市の小名浜アクアマリン
パークで、大型アグリイベン
ト「いわき野菜Naviドット
混む！」と同時開催しまし
た。同地区の生産部会や青
年連盟、女性部が出店し、
地元産の新鮮な野菜や料理
を提供したほか、先着50名
様に「IwakiLaiki」の新米を
プレゼントしました。

いわき地区
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平和と
公正を
すべて
の人に

パートナー
シップ で
目標を達
成しよう

陸の
豊かさも
守ろう

海の
豊かさを
守ろう

気候変
動に具
体的な
対策を

つくる
責任
つかう
責任

住み続け
られる
まち
づくりを

人や国の
不平等を
なくそう

産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

エネル
ギーをみん
なにそして
クリーンに　　

働き
がいも
経済
成長も

安全な水
とトイレを
世界中に

ジェン
ダー平等
を実現
しよう

質の高い
教育を
みんなに

すべて
の人に
健康と
福祉を

飢餓を
ゼロに

貧困を
なくそう

トピックス ✿ 今月の活動報告各エリアで開催されたイベントや地域の方との交流など、SDGs を含めたさまざまな話題をご紹介・ご報告いたします。

　

西
田
支
店
の
新
築
に

伴
う
オ
ー
プ
ン
式
を
開
き
、

関
係
機
関
、
建
設
関
係

者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約

40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
支
店
は
、
旧
支

店
と
同
じ
敷
地
内
に
新

築
さ
れ
、
敷
地
面
積

１
︐８
２
９
．７
４
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
支
店
の
延
べ
床

面
積
は
２
４
１
．８
平
方

メ
ー
ト
ル
。
店
内
は
木
目

調
の
床
で
温
か
み
の
あ
る

内
装
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
式
で
志
賀

組
合
長
は
「
本
日
か
ら

新
し
い
店
舗
で
の
業
務

が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

気
持
ち
も
新
た
に
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
年
内
に
敷

地
内
の
旧
支
店
の
解
体

を
行
い
、
来
年
２
月
末

ま
で
に
駐
車
場
等
の
整

備
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
当
日

は
先
着
５
０
０
名
に
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
組
合
員
と
そ
の

家
族
を
対
象
と
し
た
「
親
子
で
学

ぼ
う
２
０
２
３
農
業
体
験
」
を
日

和
田
支
店
で
開
き
、
親
子
19
組

48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
イ
ベ

ン
ト
は
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
、

「
食
」
と
「
農
」
の
楽
し
さ
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
郡
山
女
子
短

期
大
学
小
林
澄
枝
先
生
の
「
お
む

す
び
の
作
り
方
」、
郡
山
市
内
の
生

産
者
ほ
場
で
の
「
大
根
・
き
ゅ
う

り
の
収
穫
体
験
」
を
２
班
に
分
か

れ
て
行
っ
た
後
、
午
後
か
ら
同
市

の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ア
リ
ス
鈴

木
貴
之
店
長
の
「
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
講
習
」、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
協
議

会
役
員
ら
に
よ
る
「
ぬ
か
床
・
い

も
床
作
り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
ら
は
、
お
む
す

び
や
ぬ
か
床
・
い
も
床
作
り
の
体

験
や
、
大
根
・
き
ゅ
う
り
の
収
穫

を
通
し
て
、
食
や
農
業
の
大
切
さ

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は

「
い
ろ
い
ろ
体

験
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
。
ま

た
来
年
も
参
加

し
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

全域

親
子
で
学
ぼ
う
２
０
２
３

農
業
体
験

11/18

笑顔で大根を収穫する子ども

JA福島さくらの
とれたて情報サイト
「TORETATE」から
トピックスをチェック！

たむら

�

�

全域
　
田
村
市
の
福
島
県
立
た
む
ら
支
援
学
校
の
職
業

科
（
合
同
）
で
は
、
作
業
学
習
な
ど
の
日
頃
の
学
習

活
動
や
、
産
業
現
場
等
に
お
け
る
実
習
を
通
し
て
働

く
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
企
業
や
団
体
等
か

ら
カ
レ
ン
ダ
ー
を
袋
に
詰
め
る
作
業
を
受
託
し
、
同

校
の
生
徒
ら
が
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、

2
0
2
1
年
か
ら
農
産
物
直
売
所
ふ
ぁ
せ
る
た
む

ら
で
配
布
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
１
，０
０
０
部
の
作
業

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
業
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
丁
寧
に
袋
詰
め
を
し
、
10
本

ず
つ
先
生
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て

お
り
、生
徒
ら
は「
紙
を
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
、ゆ
っ

く
り
丁
寧
に
作
業
し
て
い
る
」「
長
い
時
間
集
中
し
、

や
り
切
っ
た
時
に
は
達
成
感
を
感
じ
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
の
小
山
直
人
教
頭
は
「
作
業
を
す

る
姿
か
ら
生
徒
の
良
い
所
や
、
新
し
い
一
面
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、

人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
た
り
、
自
分
自
身
の
得
意

不
得
意
を
見
つ
け
な

が
ら
、
働
く
意
欲
を

育
み
、
社
会
に
出
て

い
け
る
人
材
育
成
に

繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。 カ

レ
ン
ダ
ー
を

た
む
ら
支
援

学
校
へ
委
託

11/15

全域
　
郡
山
、
た
む
ら
、
い
わ
き
地
区
で
各
日
、
資
産

管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
管
内
の
組
合
員

合
わ
せ
て
50
名
が
参
加
し
、
相
続
や
資
産
形
成
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、相
続
知
識
や
遺
言
書
の
必
要
性
、

事
前
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、
相
続
を
争
続
に
し
な
い

方
策
を
テ
ー
マ
に
、
税
理
士
・
司
法
書
士
が
相
続
・

遺
言
書
に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年
度
の
相
続
税
及

び
贈
与
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
図
や
資
料
を
使

用
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
分
か
り
や
す
い
説
明
で
、
相
続
や

資
産
形
成
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
、
組
合
員
の

資
産
形
成
・
運
用
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
続
や
資
産

形
成
に
つ
い
て

理
解
深
め
る

11/11・18・25

資産管理について説明を聞く参加者

　
た
む
ら
地
区
女
性
部
船
引
総
支
部
は
、
船
引
小

学
校
体
育
館
で
親
善
ミ
ニ
運
動
会
を
開
き
ま
し
た
。

部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
３
５
名
が
参
加
し
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
競
技
を
通
し
て
体
を
動
か
し
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
は
、
同
支
部
の
鹿
又
智
枝
子
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

い
、４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

く
じ
を
引
い
て
出
た
数
だ
け
豆
を
取
る
ま
め
っ
こ

移
動
リ
レ
ー
、ぱ
ん
取
り
競
争
、割
り
ば
し
リ
レ
ー
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
入
っ
た
宝
拾
い
な
ど
全

７
種
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ど
の
チ
ー
ム
も
優
勝
を
勝
ち
取
ろ
う
と
、
元
気

よ
く
競
技
に
の
ぞ
み
、
会
場
は
大
き
な
声
援
に
包

ま
れ
笑
顔
あ
ふ
れ

る
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。
熱
戦
の

結
果
、
緑
チ
ー
ム

が
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　
運
動
会
の
最
後

は
、
全
員
で
輪
に

な
り
、「
ぱ
っ
く

ん
音
頭
」
を
楽
し

く
踊
り
ま
し
た
。

�

�

元
気
に
楽
し
く
！

親
善
ミ
ニ

運
動
会

11/12

割りばしリレーに熱中する部員

　
郡
山
統
括
セ
ン
タ
ー
は
、
田
母
神
地
区
と
田
村

地
区
の
２
ヶ
所
で
い
ち
じ
く
現
地
指
導
会
を
開
き
、

生
産
者
、
県
中
農
林
事
務
所
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
22
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
指
導
会
で
は
、
午
前
と
午
後
に
分
け
て
、
田
母

神
地
区
の
田
母
神
一
二
さ
ん
と
田
村
地
区
の
草
野

清
一
さ
ん
の
ほ
場
を
訪
れ
、
休
眠
期
前
の
生
育
状

況
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。　
　

　
そ
の
後
、
県
中
農
林
事
務
所
職
員
が
落
葉
処
理
、

土
壌
改
良
、
施
肥
、
寒
凍
害
対
策
な
ど
晩
秋
期
以

降
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
統
括
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、
い
ち
じ
く
の
面

積
拡
大
を
目
指
し
、
今
年
２
月
に
郡
山
地
区
い
ち

じ
く
生
産
部
会

を
設
立
し
、
現

在
30
名
の
部
会

員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
生
産

技
術
の
向
上
や

部
会
員
の
所
得

向
上
を
目
指
し

て
取
り
組
み
、

引
き
続
き
指
導

会
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

郡山

い
ち
じ
く
の

晩
秋
期
以
降
の

管
理
を
確
認

11/20

テープカットを行う関係者

丁寧に作業する生徒

郡山

地
域
の
新
拠
点
と
し
て

西
田
支
店
オ
ー
プ
ン

11/6

JA福島さくらの
とれたて情報サイト
「TORETATE」から
トピックスをチェック！

指導会の様子
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自己改革の
取り組み

震災から12年 volume

26

トピックス ✿ 今月の活動報告

各エリアで開催されたイベントや地域の方との交流など、SDGs を含めたさまざまな話題をご紹介・ご報告いたします。

　
た
む
ら
地
区
管
内
で
振
興
作
物

と
し
て
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
る

ピ
ー
マ
ン
の
規
格
外
品
を
活
用
し
、

６
次
化
商
品
と
し
て「
う
ま
辛
ピ
ー

マ
ン
肉
み
そ
」
を
販
売
し
ま
す
。

　
同
商
品
は
、
栃
木
県
の
食
品
製

造
・
販
売
会
社
㈱
ダ
ル
マ
フ
ー
ズ

よ
り
「
商
品
と
し
て
売
れ
な
い
ピ
ー

マ
ン
の
規
格
外
品
を
有
効
活
用
で

き
な
い
か
」
と
提
案
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ

側
で
も
食
品
ロ
ス
削
減
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
賛
同

し
、
商
品
開
発
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
関
連
会
社
で
あ
る
㈱
ミ

ツ
ボ
シ
フ
ー
ズ
が
製
造
し
、
同
地
区

管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ピ
ー
マ
ン

「
み
お
ぎ
」
と
福
島
県
産
銘
柄
豚

「
麓
山
高
原
豚
」
を
味
噌
で
合
わ
せ
、

ご
飯
や
豆
腐
、
野
菜
に
合
う
万
能

調
味
料
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
２
０
２
３
年
産
ピ
ー
マ

ン
の
規
格
外
品
３
０
０
㎏
を
同
社
へ

出
荷
し
、１
個
６
４
８
円（
税
込
）で
、

当
Ｊ
Ａ
管
内
直
売
所
や
高
速
道
路

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
販
売
し
ま
す
。

今
後
は
当
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル

の
作
成
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
地
区
は
、
東
北
屈
指
の
ピ
ー

マ
ン
産
地
で
作
付
面
積
は
県
内
一

を
誇
り
ま
す
。
毎
年
約
１
︐４
０
０

ト
ン
集
荷
さ
れ
、
そ
の
内
、
約
20

ト
ン
の
ピ
ー
マ
ン
が
規
格
外
品
と

し
て
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
担
当
者
は
「
少
し
で
も
規
格
外

品
を
減
ら
し
た
い
と
の
思
い
で
、

今
回
６
次
化
商
品
を
企
画
し
ま
し

た
。
食
品
ロ
ス

削
減
を
目
指
し

来
年
以
降
も

継
続
し
て
販
売

し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま

し
た
。

JA福島さくらの
とれたて情報サイト
「TORETATE」から
トピックスをチェック！

　
当
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
ふ

た
ば
は
、
浪
江
町
の
同
社
ほ
場
で
ふ
た
ば
地
区
の

振
興
品
目
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
作
業
を
開

始
し
、同
社
社
員
ら
８
名
が
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
栽
培
面
積
は
直
播
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
移

植
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
計
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
同
社
は

今
年
８
月
よ
り
、
同
ほ
場
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
直

播
栽
培
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
実
証
は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に

よ
る
長
期
避
難
の
影
響
で
ふ
た
ば
地
区
の
担
い
手

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
省
力
化
・
機
械

化
に
よ
り
少
人
数
で
も
対
応
可
能
な
大
規
模
栽
培

体
制
の
構
築
を
目
指
す
た
め
今
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
、
今
年
６
月
に
は
、
福
島
県
が
発
表
し

た
今
年
度
の
営
農
再
開
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
収
穫
初
日

は
、
20
玉
入

り
コ
ン
テ
ナ

70
ケ
ー
ス
分

を
出
荷
し
ま

し
た
。

　
同
社
の
収

穫
作
業
は
来

年
１
月
ま
で

続
き
ま
す
。

�

�

たむら

規
格
外
品
を
商
品
化

う
ま
辛
ピ
ー
マ
ン
肉
み
そ

11/13

　
い
わ
き
統
括
セ
ン
タ
ー
は
、
い
わ
き
市
の
ア
ク

ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
で
開
か
れ
た
ボ
タ
ニ
カ
ル
マ
ル

シ
ェ
に
参
加
し
、同
市
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
マ
ル
シ
ェ
は
、
持
続
可
能
な
資
源
の
利

用
を
続
け
る
た
め
、
多
方
面
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
統
括
セ
ン
タ
ー
は
、
㈱
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ
ク
リ

エ
イ
ト
福
島
と
共
同
し
て
、
同
市
で
生
産
さ
れ

て
い
る
農
産
物
や
６
次
化
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

「
I
w
a
k
i
L
a
i
k
i
」
や
伝
統
野
菜
「
お
く

い
も
」
を
使
用
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
同

市
産
じ
ゅ
う
ね
ん
を
使
用
し
た
五
平
餅
、
焼
き
芋

な
ど
を
販
売
し
、来
場
客
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
マ
ル
シ
ェ
に

参
加
し
た
Ｊ
Ａ

職
員
は
「
今
後

も
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、

地
元
産
農
産
物

の
Ｐ
Ｒ
や
販
売

に
つ
な
が
る
活

動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。 マ

ル
シ
ェ
で

地
元
産
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ

11/4

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

収
穫
開
始

11/21

収穫作業を行う同社社員

農産物を眺める来場客

「うま辛ピーマン肉みそ」をPRする職員

　11月14日、リレーションプロジェクト常勤役員最終報告会を当ＪＡ本店で開催し、ＪＡ役員とプロジェクトメンバー
合わせて33名が出席しました。このプロジェクトでは、現在ＪＡを取り巻く環境が急速に変化し、事業運営において
もこれまでにない環境に置かれている状況下で、経営改善に資する新たなビジネスモデルの構築を目指します。

　当ＪＡでは2021年より取り組み、今年で３期目となります。今期は、若手・中堅職員を中心に７月に発足し、これ
まで６回にわたり協議を重ねてきたほか、よりそい店の利活用についても検討し、同店でのイベントも開催してきました。

　今回の報告会では、職員満足度（ES）および組合員満足度（CS）の向
上へ向けての提案という形で、同メンバーらが当ＪＡ代表理事へ、「職員
推進を取り巻く環境の見直しについて」「職員と共に成長する組織づくりに
ついて」「新たな収支確保策の実施について」の３項目について提案しました。

　志賀組合長は「テーマについて深堀りした提案をいただいた。組織で働
くすべての人が幸せを感じる組織を目指し、職員のやりがいを感じること
が出来るよう今回の提案を活かしながら取り組んでいきたい。これからも
想いを発信していただきたい」と話しました。

<� 　提案を行う職員

永続的に発展する組織目指して
リレーションプロジェクトからの提案

　ふたば地区女性部浪江支部は11月18、19日の２日間、浪江町の地域スポーツセンターで開かれた町内最大級の
祭り「復興なみえ町十日市祭」に出店しました。

　「十日市」は1873 年から同町で続いている伝統行事で、収穫後の豊作を祝い、冬に向けて生活用品を調える市です。
2011年の東日本大震災による原発事故の影響で一時会場を二本松
市に移しましたが、2017年に同町での開催が復活しました。
　祭りには100 軒の露店が並び、２日間で約３万名が来場しました。
同町の復興と町民との交流を目的に、同女性部員と浪江支店の職員
約 10 名が参加し、部員が生産した浪江町産の「土つきねぎ」や「ゆず」
を販売し、２日間で土つきねぎ 100束、ゆず 150 個を完売しました。

　部員らは、「久しぶりに再会した町の人たちと会話ができて嬉しかっ
た」「農産物を手に取ってもらえてよかった。来年も参加したい」と
話しました。また、同ブースでは田村市の農産物直売所ふぁせるたむ
らも農産物を販売・ＰＲしました。

町内最大級の祭りで農産物を販売　ふたば地区女性部浪江支部

いわき

ふたば

第71回�
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食材提供はもちろん、単発・継続
的な寄付金等で子ども食堂を支援す
ることができます。食材や食品を寄
付する場合は、各子ども食堂へ直接
連絡をお願いします！

地域の子ども食堂へ、
誰でも支援できます！

寄付金の場合は、郡山市
を通して寄付することも。
詳細は郡山市のホーム
ページをご覧ください。

みなさまの
応援が力に！

Q.子ども食堂を
行っていて良かった
ことはなんですか？

活動をしていく中で、子どもたちから「レイ
ンボーさん」と呼ばれたり、「協力したい！」
と食材提供の声がかかるようになり、徐々
に活動が広まっているのを実感したり、お
弁当を配っていると「次のお弁当も楽しみ」
と言ってもらえることが嬉しいです。

11月21日に開催された子ども
食堂で提供されたお弁当。
１回につき35~40個のお弁当
を用意しています。

子どもは無料、大人は300円で提供され、
次々 とお弁当が手渡されていきます。お弁当
の他にも、フードパントリーを行っています。

お弁当配布は16時スタート。５分前
に準備を始める頃には、配布を楽し
みに待つ親子の列ができていました。

子ども食堂は、地域住民や自治体が主体となり、無料

または低価格帯で子どもたちに食事を提供するコミュ

ニティの場です。

現在日本では、アフリカなどの食料が全く手に入らない

「絶対的貧困」ではなく、経済的な理由や親の多忙のた

めに食事が満足にできない・孤食状態になるなど、国

の水準の中で比較すると困窮した状態を指す「相対的

貧困」が増加しています。子ども食堂では、貧困家庭を

支援しようと企業や個人から寄付された食材を使い、子

どもたちへ食事を提供しています。当ＪＡの農産物直売

所でも、商品として売ることができなかった農産物を農

家さんの許可を得て、子ども食堂へ寄付を行っています。

皆さんは
「子ども食堂」を
知っていますか？

ＮＰＯ法人レインボー８８さんは、郡山市安積町で子ど

も食堂の活動をしています。

代表理事を務める橋本綾華さんは、子どもを育てるお

母さん。テレビなどマスメディアでも食事を満足

にできていない子どもが増加している現状を

取り上げているのを目にし、子を持つ親とし

て「お腹いっぱい食べさせてあげたい」と、

発達障がい児・凸凹発達児子育てサポー

ト「Lino」代表の佐藤舞さんに相談し、

去年６月に活動を始めました。

特集

2

「ＮＰＯ法人レインボー88」の
メンバーは、普段それぞれ違う仕事を
していますが、みんなとても仲が良く、
ワイワイ楽しく活動しています！

レインボー88は、郡山市で活動
しているNPO団体です。2022
年6月より、柴宮地域公民館にて
子ども食堂事業を始めました。

レインボー88

地域と子どもの食堂

公式ホームページ
はコチラから⬇

郡山市の
子ども食堂への
支援についての
詳細はコチラ⬇

Q.現在はどのような
活動をされていますか？

毎月、第３火曜日にお弁当の提供やフードパ
ントリーをしているほか、サッカースクール事
業を行っている企業とコラボし、無料で参加
できるサッカースクール「にじねこサッカー
キッズ」を立ち上げ、参加者にもお弁当の提
供やフードパントリーを行っています。

Q.今後の夢を教えてください!

学校をつくりたいです！まずは勉強だけではなく、親とし
て子どもに知っておいてほしいと思うことを色々学べるス
クールを無料、または低価格で提供したいと思っていま
す。世の中には、様々な理由で学びを諦めてしまう子ども
たちがいます。みんなで協力し合って、そのような子たち
にも食と学びを提供し、子どもも大人も１人にさせないよ
うに、困ったら一緒に考えられる環境作りをしたいです。

郡山市安積町の

農産物直売施設「あぐりあ」が

農産物を寄付している団体の１つ

「レインボー８８」の
皆さんに聞きました！

ＮＰＯ法人 レインボー８８

Q.苦労していることは？
寄付される食材が当日にしか分からないため、
その日にお弁当の献立を考えなければいけな
いことです。しかし、メンバーには主婦や子育
て世代のお母さんもいるので、冷蔵庫の中に
ある食材で作る感覚で素早く作ってくれます。

子ども食堂や
各種イベントの
スケジュールは
Instagramから
確認できます⬇
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郡山市園芸振興センターは11月８日、郡山市の同センターで
2023年度の新規栽培予定者を対象としたきゅうり栽培指導
講習会を開催し、郡山市園芸ギガ団地組合の組合員、新規
栽培予定者、当ＪＡの営農指導員ら約20名が参加しました。

指導会は、４月19日に設立した同園芸ギガ団地組合の園芸
ギガ団地構想と連動し、年５回の指導会を計画しており、今
回が最後の開催となりました。

今回の指導会では、福島県県中農林事務所職員から、今年
度のきゅうり生育概況と次年度に向けた対策について説明を
受け、同センター内にある実習ほ場に移動し、４月下旬の第
１回指導会で定植したきゅうりの栽培状況を確認しました。
実習ほ場では２品種のきゅうりを栽培管理しており、供試品
種メーカー㈱ときわ研究所と㈱埼玉原種育成会の職員を招
き、品種の違いによる栽培管理方法の指導も併せて行われ
ました。

きゅうりの
一大産地を目指して
郡山市で指導会開催

ふくしま園芸ギガ団地の
取り組み

JA
福島
さくら 野菜等の大規模生産団地「ふくしま園芸ギガ団地」構想の

実現に向けた取り組みについてご紹介します。

現在は借りているハウスでキュウリを栽培しています。自
分のハウスで栽培したいという思いと園芸ギガ団地事業
がマッチングし、園芸ギガ団地構想でのキュウリ施設栽
培を決めました。郡山市園芸ギガ団地組合に加入し、団
地化の取り組みに係る助成事業の支援を受けてハウスを
設置し、来年からは新設したハウスで栽培を開始します。

団地化は、新たなコミュニティに参加し情報を得られた
り、補助事業を受けられるメリットがあると思います。

濱津 和也さん［郡山市］

新規就農者インタビュー

　

た
む
ら
地
区
園
芸
部
会
ピ
ー
マ
ン

専
門
部
会
は
11
月
22
日
、
田
村
市
の

迎
賓
館
辰
巳
屋
で
、
２
０
２
３
年
産

の
販
売
目
標
金
額
達
成
祝
賀
会
を
開

き
、
部
会
員
や
市
場
関
係
者
、
Ｊ
Ａ

役
職
員
、
来
賓
ら
約
２
０
０
名
が
参

加
し
、
祝
い
ま
し
た
。

　

同
専
門
部
会
は
２
０
２
３
年
度
、

２
２
９
名
の
生
産
者
が
約
22
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ほ
場
で
ピ
ー
マ
ン
栽
培
を

行
い
、
１
９
８
６
年
の
ピ
ー
マ
ン
栽

培
開
始
以
来
、
過
去
最
高
と
な
る
販

売
金
額
６
億
７
，２
４
０
万
円
（
10
月

末
時
点
）
を
記
録
し
、
目
標
金
額
の

５
億
８
，５
０
０
万
円
を
大
き
く
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
賀
組
合
長
が
「
長
年
の
高
品
質

栽
培
へ
の
取
り
組
み
が
出
荷
数
や
販

売
額
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

敬
意
を
表
し
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

広
域
合
併
に
よ
る
Ｊ
Ａ
誕
生
か
ら

８
年
目
を
迎
え
、
現
在
で
は
ピ
ー
マ

ン
栽
培
が
同
地
区
以
外
で
も
拡
大
し

て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
全
域
で
は
７
億
円

を
突
破
し
ま
し
た
。
今
後
、
郡
山
、

い
わ
き
、
ふ
た
ば
地
区
へ
更
な
る
栽

培
面
積
拡
大
を
図
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
福
島
の
「
園
芸
ギ
ガ
団
地
」
構
想

と
連
動
し
、
当
Ｊ
Ａ
全
域
で
10
億
円

の
産
地
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
１
９
９
３
年
か
ら
ピ
ー
マ
ン

栽
培
を
始
め
て
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
は
30
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
が
20

日
以
上
続
き
、
私
が
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培

を
始
め
て
か
ら
今
年
ほ
ど
苦
労
し
た
年

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
理
障
害
（
尻
ぐ
さ

れ
果
）
や
斑
点
病
の
発
生
に
苦
慮
す
る

中
、
生
産
者
は
産
地
の
品
質
を
崩
さ
な

い
様
、
Ｊ
Ａ
と
一
丸
と
な
り
品
質
向
上

に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、

５
月
下
旬
～
10
月
下
旬
ま
で
平
均
単
価

は
４
０
０
円
／
ｋｇ
を
シ
ー
ズ
ン
通
し
て

下
回
る
事
が
な
く
、
部
会
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
1
6
年
か
ら
ソ
ー
ラ
ー
自

動
灌
水
シ
ス
テ
ム
を
部
会
内
で
導
入
し
た

こ
と
で
、
10
a
あ
た
り
6
t
を
超
え
る

収
量
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
部
会

員
の
約
3
割
ま
で
普
及
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
部
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
日
頃
よ
り
特
段
の
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
関
係
機
関
の
皆
様
に

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
20
年
が
過
ぎ
る
と
２
割
の

生
産
者
し
か
残
ら
な
い
見
通
し
と
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
部
会
で
は
、
今
後
ス

マ
ー
ト
農
業
や
園
芸
ギ
ガ
団
地
構
想
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、次
の
世
代
が
ピ
ー

マ
ン
の
栽
培
し
や
す
い
環
境
を
整
え
バ

ト
ン
を
繋
い
で
ま
い
り
ま
す
。

販
売
目
標
金
額
達
成
！

栽
培
開
始
以
来 
過
去
最
高

た
む
ら
地
区
ピ
ー
マ
ン
専
門
部
会

ピ
ー
マ
ン
販は

ん

売ば
い

目も
く

標ひ
ょ
う

金き
ん

額が
く

達た
っ

成せ
い

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

特集

3

部
会
長
あ
い
さ
つ

た
む
ら
地
区

園
芸
部
会
ピ
ー
マ
ン
専
門
部
会
長

�

　
佐
久
間
　
良
一専門部会生産者全体研修会

あいさつする志賀組合長

祝

あいさつする佐久間部会長
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双
葉
郡
川
内
村
の
遠
藤
元
一
さ
ん
は
、

ベ
ジ
テ
ッ
ク
川
内
株
式
会
社
の
代
表
取
締

役
と
し
て
２
０
２
０
年
９
月
か
ら
川
内
ベ

リ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
遠
藤
さ
ん
は
、
祖
父
が
兼
業
農
家

と
し
て
同
村
内
で
葉
タ
バ
コ
・
タ
ラ
の
芽
・

稲
作
等
を
営
ん
で
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
農

業
と
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

就
農
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
大
学
２
年
生
の
頃
に
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
り
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
の
影
響
で
同
村
内
の
農
業
が
厳
し

い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

農
業
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
完
全
に
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
放

射
能
の
影
響
を
受
け
な
い
「
植
物
工
場
」

な
ら
同
村
で
農
業
を
続
け
ら
れ
る
と
思
い
、

大
学
で
研
究
し
、
卒
業
後
、
地
元
の
植
物

工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
３
～
４

年
間
植
物
工
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

同
工
場
で
取
り
組
ん
で
い
た
イ
チ
ゴ
の
試

験
栽
培
に
興
味
を
持
ち
、
２
年
間
県
外
で

イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
勉
強
後
、
同
村
で
事

業
を
立
ち
上
げ
て
い
た
株
式
会
社
農
（
み

の
り
）に
就
職
し
て
、
現
在
の
川
内
ベ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
は
じ
め
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
に
は
ベ
ジ
テ
ッ
ク
川

内
株
式
会
社
が
設
立
し
、
今
年
代
表
取
締

役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
作
業
す
る
こ
と
が

好
き
な
遠
藤
さ
ん
は
、
単
純
作
業
で
あ
り

な
が
ら
、
花
や
葉
っ
ぱ
の
生
育
状
況
を
観

察
し
て
作
業
を
す
る
職
人
の
よ
う
な
面
も

あ
り
、
農
作
業
は
楽
し
い
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
に
勤
め
て
い
る
時
よ
り
も
自

分
で
考
え
て
自
由
に
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
所
も
ス
ト
レ
ス
が
な
く
、
自
分

に
合
っ
て
い
る
と
思
う
そ
う
で
す
。

　

一
方
で
、
農
業
を
や
っ
て
い
て
苦
労
し

た
こ
と
は
、
一
般
的
な
就
農
と
は
違
い
、

企
業
内
で
の
新
規
就
農
で
あ
っ
た
た
め
、

様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
る

の
が
難
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
な
い
ま
ま
従
業
員
の
上
に
立
つ

立
場
に
な
っ
た
た
め
、
作
業
分
配
に
最
初

は
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
栽
培
面
で
は
、
受
粉
の
た
め
に
使

用
す
る
蜂
や
資
材
等
、
環
境
に
合
う
も
の

を
探
す
こ
と
に
苦
労
し
た
と
話
し
ま
し
た
。

様
々
な
資
材
を
試
し
な
が
ら
合
う
も
の
を

探
し
、
現
在
は
安
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

✿ �

栽
培
の
こ
だ
わ
り

　

イ
チ
ゴ
栽
培
の
こ
だ
わ
り
は
、
か
ん
水

の
回
数
を
増
や
し
少
量
ず
つ
水
を
与
え
、

農
作
物
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て
し
っ
か

り
と
水
を
吸
収
さ
せ
る
こ
と
。
１
日
に
８

回
程
度
の
か
ん
水
を
行
い
、
そ
の
中
に

液
肥
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

温
度
・
湿
度
・
Ｃ
Ｏ
２
の
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
常
に
イ
チ
ゴ
の
生
育
を
観
察

し
て
い
ま
す
。
遠
藤
さ
ん
の
栽
培
す
る
イ

チ
ゴ
は
、
同
村
内
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
販
売

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
場
な
ど
に
も
出
荷

し
て
い
ま
す
。

✿ �
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

休
み
の
日
は
農
作
業
系
の
ゲ
ー
ム
や
、

洋
画
鑑
賞
な
ど
を
す
る
こ
と
が
好
き
だ
と

話
す
遠
藤
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標

に
つ
い
て
、「
来
年
か
ら
は
イ
チ
ゴ
以
外

に
も
果
樹
関
係
の
品
目
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
今
年
か
ら
桃
の
試
験
栽
培

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
摘
み
取
り
体
験
な

ど
観
光
農
園
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
い
世

代
の
方
が
一
緒
に
な
っ
て
農
業
を
ひ
と
通

り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
体
験
学

習
の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
若
い
世
代
の
方
に
は
農

業
で
独
立
で
き
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
し

た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

次代を担う

農業者
栽培
している
農産物
�
✿ イチゴ
　 （紅ほっぺ）
　  �  約50ａ

遠
えん

藤
どう

 元
げん

一
いち

 さん

　　　　　　　　　

川内支店管内
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農産物栽培に役立つ
アドバイス情報を職員が
お届けします！

桜の花が終わった時期に芽出しが始まり、
種イモを苗床に入れておくと約50～60日
で芽が出てきます。
天気の良い日は床の表面温度が急上昇
するので、適度にかん水して床の温度を
下げていきましょう。

収穫が終わった野菜はしっかりと畑の外に出し、できれば秋に畑を耕
しておきましょう。雨が降った日の翌日など、土の中の水分が多い時
に土を耕すと逆に土を固めてしまうため注意して下さい。

たむら地区
中部営農経済センター
先﨑 勇太

「美味しい野菜を育てるのには、まず土作りから」と言われるほど、
野菜作りにおいてより良い土を作ることはとても重要です。
野菜の育ちが悪い・美味しい野菜が育たないと思った時は、下記
を試してみて下さい。

❶ 堆肥を入れる(1㎡当たり2～3㎏  完熟のもの)
　 ➡️ 苗を植える２～３週間前
　 �落ち葉堆肥などは土壌生物等を増やして土をふかふかにし、牛

糞堆肥などは主に野菜に養分を供給する効果があります。

❷ 肥料を入れる(作る野菜に合った肥料を使う)
　 ➡️ 苗を植える１週間前
　�栽培期間が短い野菜(小松菜・ほうれん草など)は最初の肥料の

みで大丈夫なものが多いですが、栽培期間が長い野菜(ピーマン・
トマトなど)については、追肥をして土の肥料切れを防止しましょう。

｜｜

TOR
ETATE｜｜

ワン
ポイント花きや花木類はちょっとした病害虫の発生が商品価値の下落に直結し

ます。天気予報やほ場の状況をよく観察して、予防防除に努めましょう。

ふたば地区
ふたば統括センター 営農課
渡辺 祥冬

｜｜

TORETATE｜｜

ワン
ポイント

たむら地区

土作り

寒締めほうれんそう
郡山地区

播種後に土が湿った状態なら、水やりは行わないようにしましょう。
（過湿状態だと種が腐り発芽不良の原因となります。)

｜｜

TORETATE｜｜

ワン
ポイント

郡山地区
日和田営農経済センター
溝井 剛

● 過湿に弱いので、水はけの良い場所を選ぶ。
● �酸性土壌に弱いので作付前（2週間以上前）

に石灰を施し、土と馴染むようによく耕す。

栽培するうえでの注意点自然薯は粘りが強く、消化の良い体にやさしい食べ物です。食物繊維にビタミンやミネラル
などの栄養価が豊富に含まれています。漢方では「山薬」と呼ばれており、健康維持・増
進としての効能もあります。ご年配の方から小さなお子様まで安心し
てお召し上がりいただける食材です。11 月末から 1 月末まで同地区の
ファーマーズマーケットいがっぺ、小名浜グリーンなど農産物直売所に
て販売しております。この機会にぜひご賞味ください。

いわき地区
渡辺営農経済サブセンター
高木 保明

｜｜

TORETATE｜｜

ワン
ポイント

いわき地区

自然薯
栽培するうえでの注意点

コアラの大好物として有名なユーカリですが、昨
今は観葉植物としても幅広く利用されており、花
瓶に挿したりドライフラワー等にして美しい葉や香
りを楽しむことが出来ます。
また、ユーカリは「新生」「再生」という花言葉を
持っており、新しい事にチャレンジする方や開店・
移転等をする方へ贈答するのもおススメです。

湿気には強くないため、作付けするほ場には必ず
排水対策を行いましょう。水はけが悪いほ場だと生
育不良を引き起こす要因となります。

栽培するうえでの注意点

ふたば地区

ユーカリ

ほうれんそうは寒気にあてると、凍結することを防ぐためにデン
プンを糖に変える性質があります。この性質を利用し、寒気に
あてて育てた「寒締めほうれんそう」は、通常のほうれんそうよ
りも糖度が高く、甘くなります。低温期では糖度が高まってとて
もおいしくなるだけでなく、ビタミンC、ビタミンE、βカロチン
の濃度も上昇します。寒締めほうれんそうを一度味わうとハマっ
てしまうので、今年の冬はぜひ一度ご賞味ください。
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笑顔の
さくら

Sakura
with a smile.

笑顔の
さくら

Sakura
with a smile.

いわき地区女性
部夏井支部は、
新妻美子支部長を
はじめ、現在14名で

活動しています。

　毎年当ＪＡ夏井営農経済センター近
隣の花壇に花を定植しており、今回は
８名の部員が参加し、ベコニア、サル
ビア、マリーゴールド、ニチリンソウの
４種類の花を850本植えました。大変
な作業ですが、みんなで協力しながら
ワイワイ楽しく活動しています。

　どなたでも参加できますので、皆さ
んも一緒に活動しませんか？

｜｜広
がれ！｜｜

女性部の女性部の

輪わ

いわき地区女性部  夏井支部

ＪA福島さくら青年連盟では、農業の担い手として地域農業の振興を図ると
共に、地域社会において農業を通じた環境・文化・教育の活動を行っています。青年連盟活動

せい ねん れん めい かつ どう

　ＪＡ福島県青年連盟は11月18日、福島市のＪＡ福島
ビルで2023年度福島県ＪＡ青年大会を開き、県内の青
年組織代表ら約110名が参加しました。

　ＪＡ青年の主張発表では、たむら地区青年連盟の白
岩洋さんが最優秀賞に輝きました。白岩さんは「みなさ
んのおかげです」と題し、前の職場を退職してから多く
の支援や助言を受け、信頼できる先輩に出会って就農
できた体験をもとに、「農業とはお腹も心も懐も満たし
てくれるスーパー職業」だと発表して、高い評価を受け
ました。白岩さんは来年１月に秋田県で開かれる東北・
北海道ブロック青年大会で県代表として発表します。

　また、今回初めて行われた盟友拡大勧誘チラシコン
テストで、郡山地区青年連盟大槻支部がユーモア最高
賞を受賞しました。

Vol.10 福島県ＪＡ青年大会  白岩洋さん最優秀賞に輝くVol.19

組織紹介 20
Vol.

JA福島
さくら

JA福島さくら  組織紹介

最優秀賞に輝いた白岩さん（右）

　今回ご紹介するのは、たむら地区桜支店管内の
影山善一さん・くるみさんご夫婦です。

　以前はＪＲ東日本に勤務し、指令長を務めていた
善一さんは、父親の他界を機に家業を継いで就農
しました。現在は畜産と水稲栽培に取り組んでいま
す。善一さんの趣味は「JR、JA、畜産、消防」仲
間と機械や道具について談議することです。

　今年結婚37年目を迎えるお二人の夫婦円満の秘
訣は、誰も言ってくれない自分の欠点を言ってくれ
ることで、「自分を見つめることができてありがたい」
と話します。善一さんは「単身赴任が多かったが、
両親と子どもをよく見てくれてありがとう」、くるみ
さんは「お互いに体に気をつけて家族とともに頑張っ
ていきましょう」とお互いに声を掛け合っていました。

影
かげ

山
やま

 善
ぜん

一
いち

さん

くるみさんご夫婦

桜支店管内

良
い
と
こ
ろ
も

良
い
と
こ
ろ
も

欠
点
も
分
か
り

欠
点
も
分
か
り

合
っ
て

合
っ
て
……

いきいき

ご夫婦

國
こく

分
ぶん

 洋
よう

平
へい

さん

國
こく

分
ぶん

 由
ゆ

希
き

さん

父

母

幼稚園に行くのが幼稚園に行くのが
｜  ｜  楽しみです！ 楽しみです！ ｜｜

✿ 長所
愛嬌がいいところ
人見知りしないところ

✿ 今ハマっていること
数字の確認、自転車

✿ ご両親から一言
健康に育ってほしいと思っています

大槻総合支店管内

國
こく

分
ぶん

 瑛
えい

太
た

くん
（３歳）
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● じゃがいも  ３個（300g）
● カボチャ ••••••••••••••  100g
● 枝豆（冷凍） ••••••••••••  50g
● マヨネーズ •••••  大さじ4
● 牛乳 ••••••••••••••••• 大さじ2
● 塩・コショウ・酢 ••  適量

材 料 3～4 人分

何度でも
食べたい

T h r e e  s t a r  r e c i p e

農 家 の お 母 さ ん 直 伝

大根の皮を剥いて縦半分に切り、 幅
1cmの半月切りにする。
鶏手羽を関節から2つに切る。 フライパ
ンに少量の油をひき、皮側から焦げ目が
付くくらいに焼く。
しいたけの軸を切り、調味料で使う唐辛
子は半分に切る。
鍋に大根・鶏手羽・しいたけと調味料
（A）を入れ、蓋をして中火で加熱。 蒸気
が出てきたら弱火で20分ほど煮込む。
大根に火が通ったら蓋を取り、中火で照
りが出るまで煮詰めれば出来上がり。

❶
　
❷
　
　
❸
　
❹
　
　
❺

考案者からひと言

大根と鶏手羽のピリ辛煮は、冬においしさが増す大根を煮込
むだけで簡単に作れるレシピ。根菜類等のお好きな具材を追
加するのもオススメです。
じゃがいもとカボチャのサラダが残った時は、小判形に整え
て少量の油をひき、 焼いて食べてもおいしいですよ。

vol.147 大根と鶏手羽のピリ辛煮

● 大根 ••• 半分（10cm）
● 鶏手羽 •••••••••••••• ６本
● しいたけ •••••••••• ６個
● 油 ••••••••••••••••••••••••  少々

材 料 3～4人分

◎ 醤油 ••••••••••  大さじ３
◎ 酒 •••••••••••••••  大さじ３
◎ みりん •••••••  大さじ３
◎ 唐辛子 ••••••••••••••  １本

調味料（A）
鶏手羽を煮込んでいる間
は、焦げないように何回か
全体をかき混ぜて様子を
見てください。

● ワンポイント ●

じゃがいもは皮つきで半分に、カボ
チャは7mmの厚さのくし形に切る。
じゃがいもとカボチャを一緒に蒸し
器に入れ、約20分蒸す。
蒸し上がったじゃがいもの皮を剥い
てつぶし、 塩・コショウ・酢を入れ
て混ぜる。
蒸したカボチャを7mm角に切る。
❸のじゃがいもにカボチャと解凍し
た枝豆を加え、 牛乳を入れてマヨ
ネーズであえれば出来上がり。

❶
　
❷
　
❸
　
　
❹
❺

vol.148 じゃがいもとカボチャのサラダ

男爵系のじゃがいもを使う
と、よりホクホクな食感に！

● ワンポイント ●

久田 通江さんレシピ考案 いわき地区女性部飯野支部

JA福島さくら管内の

今月の
オススメ農産物

Vol.

31

12月のオススメ農産物

焼き芋
（紅はるか、紅あずま）

郡山市下白岩町の生産者

代表 織田 裕志さん
ゆう　 じお  　だ

紅はるかと紅あずまの２種類の焼き芋を
販売しています。紅はるかは強い甘味と
ねっとりとした食感が特徴であるのに対
し、紅あずまはホクホクした昔ながらの
焼き芋です。紅あずまはお客様の声に応
え、今年から販売を開始しました。
出来立てはもちろん、冷蔵庫で冷やして
食べると芋羊羹のような味わいになりオ
ススメです。ぜひご賞味ください。シー
ズン中は週に５～６日、あぐりあにキッチ
ンカーを出店しています。

　焼き芋には、自家栽培のサツマイモを使用しています。今年は有機質肥料
の使用や、定植時期を早めて収穫後の熟成期間を長めに取るなど、栽培方法を一から見直
しました。焼き芋は、低温でじっくり焼くことで、甘みを強く引きだしています。

こだわりポイント

農産物直売施設 あぐりあ

当店では、生産者の方が丹精込めて育てた安
全安心な農産物を販売しております。様々な趣向を凝らした
イベントを準備して皆様のお越しをお待ちしております。

〒963-0112 福島県郡山市安積町成田１丁目20－１所  在  地

営業時間 10:00～19:00
定 休 日 毎月第２水曜日、年末年始（12/31～ 1/４）

朝採れの新鮮な農産
物が並ぶＪＡ福島さく
らの農産物直売施設
です。季節ごとに様々
な商品が並びます。
店内では、専門の珈
琲店やレストランもあ
り、買い物と合わせて
お食事も楽しめます。

お買い求め
ください !

安積第二中

47

55

143

コ
ス
モ
ス
通
り

安積第二小

郡山柴宮郵便局

郡山
南IC

福島県警察郡山
運転免許センター

店長 / 遠藤 基州
Googleマップ

お問合せ Tel. 024-945-7483

焼き芋屋 HOKKORI

郡山カルチャーパーク
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｜始
まって

います！
｜ 　 　 　 　 ｜みんながトクする｜

JAでんきは、組合員のみなさまが日々ご利用されている電気の

料金をお安くするために、JAグループが取り扱う電気メニュー。

切り替え簡単、 JA 口座をそのままご利用できます｡

電気の「困った」に

24時間365日
電話対応いたします！

駆けつけサービス

その他詳細は、JAでんきホームページ内の利用規約をご確認ください。

☎0120-109-003

安心！

安い！

簡単！

JA
グループなら

担当者が
直接

ご訪問！

お

手続
きも安心

--------------------------

---
--
--
--
--
-

プレゼントキャンペーン！プレゼントキャンペーン！
新規ご契約

については
JAでんき 検索 QRコードからも

アクセスできます

お申し込み・ご相談は、J Aでんきホームページ
内に記載してあるお近くのJ A取扱窓口へJAグループ福島

2023.12/31日まで2023.12/31日まで対象
期間
対象
期間

※当選は商品の発送をもって
かえさせていただきます。な
お、商品の発送は 2024 年
３月頃を予定しております。
※抽選作業・当選・落選に
ついてのご質問は受け付け
ておりません。
※写真はイメージです。

対象期間中にJAでんきを新規お申し込みいただいた

方から抽選で麓山高原豚(5,000円相当分)
プレゼント！

おトクな
キャンペーン開催中！

JAでんきの新規お申し込みで3ヶ月間
毎月1,000円（税込）おトク!

21 SAKURA  December さくら 12 月号 20



アーマテラス
今月のおすすめ
メニュー

和牛セリ市場

成績 11
月

シェフお手製のカレーに、カボチャや
サツマイモなどの冬野菜とチーズをトッ
ピングし、オーブンでこんがり焼き上げ
た絶品カレードリアです。これからの
寒い時期にピッタリの一品です。

カレー
ドリア
 ¥1,200（税込）

郡山市安積町成田一丁目20-1
（あぐりあ内）  ☎024-973-8528

アーマ・テラス あぐりあ店
サラダ、スープ、小鉢がセットになってい
る大満足のメニューです。あぐりあにお立
ち寄りの際はぜひアーマテラスにてお召し
上がりください。

性別 頭数 平均価格 最高価格 最低価格 体重 kg 単価 平均日齢 前月価格 前月比

雌 106 512,932 1,084,600 124,300 296 1,734 290 413,393 99,539

去勢 115 611,782 1,134,100 231,000 319 1,916 285 537,371 74,411

計 221 564,018 1,134,100 124,300 308 1,832 287 493,644 70,374

JA福島さくら実績（令和5年11月7日～8日開催）� 単位：円（税込）

福島県家畜市場� 単位：円（税込）

㈱ JA和牛ファーム福島さくら実績� 単位：円（税込）

性別 頭数 平均価格 最高価格 最低価格 体重 kg 単価 平均日齢 前月価格 前月比

雌 286 504,031 1,084,600 124,300 294 1,715 290 432,059 71,972

去勢 386 618,784 1,178,100 199,100 321 1,930 286 533,288 85,496

計 672 569,395 1,178,100 124,300 309 1,843 288 489,337 80,058

性別 頭数 平均価格 最高価格 最低価格 体重 kg 単価 平均日齢 前月価格 前月比

雌 2 508,200 585,200 431,200 284 1,789 278 567,600 △ 59,400

去勢 3 695,200 840,400 580,800 325 2,137 276 0 0

計 5 620,400 840,400 431,200 309 2,009 277 567,600 52,800

監修 / モナ・カサンドラ

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

5/21～6/215/21～6/21
ふたご座

6/22～7/226/22～7/22
かに座

3/21～4/193/21～4/19
おひつじ座

4/20～5/204/20～5/20
おうし座

9/23～10/239/23～10/23
てんびん座

10/24～11/2210/24～11/22
さそり座

7/23～8/227/23～8/22
しし座

8/23～9/228/23～9/22
おとめ座

1/20～2/181/20～2/18
みずがめ座

2/19～3/202/19～3/20
うお座

11/23～12/2111/23～12/21
いて座

12/22～1/1912/22～1/19
やぎ座

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

【全体運】

【健康運】

【幸運の食べ物】

ピンチが接近中です。
警戒を怠らないで。いつもより
慎重に行動することで危険を減
らせます。下旬からは上昇運

体を冷やさないよう
に。特に腰はしっかりケアを

シュンギク

活気があります。華
やかなことにツキがあるので遊
びに行く計画を立てて。作業は
スピードより正確さ重視で

脳トレがお勧め。パ
ズルや手の運動で脳を刺激して

エリンギ

一進一退のままなら
ない運気。急がずいつものペー
スを保つよう心がけましょう。下
旬は作業も予定も挽回可能です

寒さ対策を入念に。
あったかインナーは特に◎

サツマイモ

吉凶混合ながら華や
かな運気。気持ちを上手に切
り替えポジティブ思考でいきま
しょう。吉運が強まります

慌ててけがなどをし
ないように。浴室は暖めて

ハクサイ

もう少しで状況が変
わります。面倒なことも手を抜
かずに進めることが大切です。
人との交流が開運のきっかけに

胃腸をいたわって。
消化の良い食事で元気に

カリフラワー

好調です。本気を見
せれば状況を変えられます。諦
めずにチャレンジを。新年会や
パーティーへの出席が吉

体を動かすほど調子
が上がります。スポーツが吉

レンコン

家族や家の中のこと
を後回しにしないように。身の
回りのことを優先させれば危険
を回避できます。掃除は丁寧に

無理は禁物。適度に
休憩し疲れをためないように

京ニンジン

コミュニケーション運
が活発化。あなたが間に入れ
ば問題は解決へ。情報収集を
しっかりし冷静に対応しましょう

友人との運動やお
しゃべりが健康を保つこつ

ゴボウ

あれもこれもと欲張
ると収拾がつかなくなってしま
いそう。あなたにとって大事な
ことを優先して。観劇にツキ

おいしい食事で元気
をチャージ。旬の食材が吉

サトイモ

勢いがあります。計
画を実行に移しましょう。会合
では発言を。あなたの意見が
好結果に。周りへの協力が吉

頭痛は早めにケアを。
目の疲れに効くマッサージも◎

芽キャベツ

じっくり時間をかける
のが正解です。気持ちがせいた
ら深呼吸を。落ち着きを保つの
が成功の鍵。美術鑑賞にツキ

心の疲れに気を付け
て。音楽や美しい景色が癒やしに

ダイコン

良い風が吹いていま
す。お誘いには乗ってみましょ
う。今まで気付かなかった新し
い発見があるはず。会合にツキ

やったことのないス
トレッチに挑戦を。脳も活性化

イチゴ

Horoscope

1月の
12星座占い

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？  
正解者の中から抽選で10 名様に、記念品をプレゼント！

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

先月号の答え

正解者の皆様、おめでとうございます！

〒963-8502 （個別番号のため住所不要）
JA福島さくら 企画部企画課
「クロスワードパズル」 係

※ご記入いただいた個人情報は、記念品の発送にのみ使用いたします。
なお、当選者の発表は記念品の発送をもって代えさせていただきます
ので、ご了承ください。

応募締切

1/10水
（消印有効）

郵便ハガキに、クイズの答え・住所・氏
名・年齢・電話番号・広報誌へのご意
見やご感想をお書きいただき、ご応募
ください。 正解者の中から抽選で10
名様に記念品をプレゼント! 皆さま
のご応募、心よりお待ちしております。

出題者／ニコリ

1 サンタがプレゼントを入れます
2 パパー、ママー、どこー?
3 欧米のクリスマスには、この鳥

の丸焼きがよく食べられます
4 大好きな歌手の 　   を見に行った
5 レンコンは根のように見えます

が、実はこれ
10 「海のミルク」と呼ばれる貝

ヨコのカギ
11 除夜の鐘を突けるところもあり

ます
12 水や砂と混ぜコンクリートを作

ります
13 サハラ、タクラマカンといえば
14 刃物で紙を加工して描きます
15 冬の京都市は 　　 冷えすると

いわれます

① 冬眠するものも多い大型の哺乳類
③ 謎の多い浮世絵師、東洲斎 　　
⑥ その月の一番最初の日
⑦ 寒い日に吐くと白く見えることも
⑧ 授業中は慎んでくださいね
⑨ ワカメの根元に近い部分
⑪ 　　 予報によると、来週は寒

いらしい

タテのカギ
⑬ 建物が立っていない宅地
⑭ 　　 の細かい滑らかな肌
⑮ 年越しに付きものの麺類
⑯ チン !と鳴らすと人が来ます
⑰ １号は東京と大阪を、２号は大

阪と福岡を結びます
⑱ 年賀状のイラストによく使われ

ます。令和6年は「辰」です

12345
678910
1112131415
1617181920
2122232425 

①②③④⑤
⑥⑦⑧⑨⑩
⑪⑫⑬⑭⑮
⑯⑰⑱⑲⑳
㉑㉒㉓㉔㉕
 　　 

A B C D Eフ ユ ジ タ ク
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第８回第８回

JA福島さくら・JA全農福島共催お問い合わせは、 最寄の各支店・営農経済センターへご連絡ください

JA
福島さくら
いわき地区

のうのう ぎょうぎょう きき かいかい

てんてん じじ かいかい

開催
日時
1月19金

日 1月20土日
10:00 -15:00 10:00 -14:00

２日間
開催!

カントリーエレベーター 特設会場

JA福島さくら いわき農機センター

☎0246-33-2212

JA福島さくら いわき場 所

（〒979-0214 福島県いわき市四倉町長友字宮ノ前12）

JA福島さくらいわき
カントリーエレベーター

35

382

41

363

E6

6

草野

四ツ倉

いわき海浜自然の家 ●

いわき市立
大浦小学校 ●

いわき市立
草野小学校
絹谷分校
　　●

道の駅
よつくら港 ●

● 四倉
海水浴場

● 新舞子

●
いわき市立
四倉中学校

2024年

「ドローン日記」は
JA 福島さくら公式
Youtube「さくら
ちゃんネル」でも
配信中です！福島県郡山市

日和田総合支店

撮影地区

郡
山
市
日
和
田
町
は
、
国
道
４
号
線
、
国

道
４
号
バ
イ
パ
ス
、
磐
越
自
動
車
道
な
ど

幹
線
道
路
が
東
西
南
北
に
通
り
、「
郡
山

市
の
北
の
玄
関
口
」
と
言
わ
れ
る
町
で
す
。

日
和
田
総
合
支
店
の
隣
に
あ
る
安
積
山
公

園
で
は
、
松
尾
芭
蕉
が
「
奥
の
細
道
」
行

脚
の
際
に
、
尋
ね
歩
い
た
こ
と
か
ら
、
郡

山
市
の
花
で
あ
る
「
花
か
つ
み
」
の
普
及

に
努
め
、
花
か
つ
み
の
里
と
し
て
地
域
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

上
空
か
ら
見
る

日
和
田
支
店
・

日
和
田
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
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編
集
後
記

※応募された作品は返却できませんので、予めご了承願います。 

読
者
の
こ
え

故郷の良さを伝える絵葉書や川柳、写真を募集しています。
広報誌「さくら」へのご意見や、身近にあった話題など、
ご自由にお送りください。掲載された方には記念品を贈呈
いたします。   ※お便りの掲載者とクイズの当選者は異なります。

広報誌「さくら」では、皆様からの
作品やお便りを募集しています！

E-mail kikaku@jaｰfsakura.or.jp

宛  先 〒963-8502（ 個別番号のため住所不要 ）
JA福島さくら  企画部企画課 「読者のこえ」 係

編集担当 K

福島県常例検査及び随時検査結果概要書について
内部監査（仮決算棚卸業務）の結果について
JA福島さくら再発防止策取り組みの進捗について
賞罰委員会の結果について
農畜産物等損害賠償請求・支払状況について
第３期中期経営計画　令和５年度上期自己改革工程表（KPI）の振り返りについて
令和５年度上期　経営概況報告について
令和５年度上期　ディスクロージャー(半期開
示)について
令和５年度上期　担い手支援活動実績報告に
ついて
第49回福島県花き品評会受賞者について
９月末事業実績について
組合員の加入および脱退状況について

　

紅
葉
の
見
頃
が
過
ぎ
て
、
11
月
に
な
れ
ば
寒
い
冬

が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
を
思
う
と

心
が
沈
み
が
ち
。
そ
ん
な
時
は
必
ず
安
積
町
に
あ
り

ま
す
「
あ
ぐ
り
あ
」
さ
ん
に
買
い
物
に
行
き
ま
す
。
赤
、

黄
、
青
、
緑
、
紫
、
黒
、
橙
と
色
と
り
ど
り
の
旬
の

果
物
、
野
菜
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
て
、
そ
れ
だ
け

で
も
心
が
明
る
く
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、店
員
の
方
も
皆
さ
ん
明
る
く
て
親
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
永
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
さ

く
ら
」
い
つ
も
見
て
ま
す
！�

（
郡
山
市　

Ｓ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

い
つ
も
「
あ
ぐ
り
あ
」
を
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
11
月
に
入
っ

て
急
激
に
寒
く
な
り
、
い
よ
い
よ
冬
が
間
近
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
外
に
出
る
の
も
気
合
い
が
い
る
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
直
売
所
に
は
毎
日
色
と
り

ど
り
の
野
菜
が
並
び
温
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
♪ 

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
寒
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

　

毎
号
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
我

が
家
の
小
さ
な
庭
で
、
昨
年
よ
り
野
菜
の
苗
を
植
え

は
じ
め
ま
し
た
。
今
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
ナ
ス
と
ト

ウ
ガ
ラ
シ
。
何
の
経
験
も
な
い
夫
と
２
人
で
肥
料
を

ま
い
た
り
そ
え
木
を
し
た
り
…
思
っ
た
よ
り
立
派
に

成
長
し
た
野
菜
を
収
穫
し
た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

で
し
た
。
来
年
も
が
ん
ば
り
ま
す
！�

�

（
須
賀
川
市　

ふ
く
ふ
く
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
自
宅
の
お
庭
で
家
庭
菜
園
！

と
て
も
素
敵
で
す
♪ 

お
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
一

生
懸
命
に
作
っ
た
野
菜
は
き
っ
と
何
よ
り
も
美
味
し

い
野
菜
に
な
り
ま
し
た
ね
。
来
年
も
ふ
く
ふ
く
さ
ん

の
お
庭
に
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
実
る
こ
と
を
、
私
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
！

　

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
表
紙
の
コ
キ
ア
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。
以
前
、
猪
苗
代
の
コ
キ
ア
を

観
ま
し
た
が
、
そ
こ
も
き
れ
い
で
し
た
。
す
っ
か
り
秋

に
な
り
ま
し
た
。
秋
は
生
ま
れ
た
季
節
な
の
で
好
き

で
す
。
食
べ
物
も
お
い
し
い
！�

（
田
村
市　

Ｋ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

秋
は
紅
葉
や
お
い
し
い
食
べ
物
な

ど
、
魅
力
が
多
い
季
節
で
す
ね
♪ 

実
は
私
も
秋
生

ま
れ
な
の
で
秋
が
大
好
き
で
す
！ 

今
年
は
あ
っ
と

い
う
間
に
寒
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
穏
や
か
な
秋
日

和
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

す
が
、
綺
麗
な
紅
葉
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
Ｋ
さ
ん
も
今
年
の
秋
を
満
喫
で
き
た

で
し
ょ
う
か
？

　

今
月
の
活
動
報
告
で
女
性
部
の
「
１
０
０
歳
弁
当

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
興
味
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
１
０
０

歳
ま
で
健
康
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
各
支
部
が
努
力

さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
18
品
を
見
て
食

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ぞ
か
し
お
い
し
そ

う
な
出
来
映
え
で
、
そ
し
て
お
い
し
い
お
弁
当
な
の

だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
健
康
寿

命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
益
々
盛
ん
に
な
る
よ

う
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
！�
（
郡
山
市　

Ｙ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

ど
の
支
部
の
お
弁
当
も
、
彩
り
や

栄
養
が
よ
く
考
え
ら
れ
た
美
味
し
そ
う
な
お
弁
当
で

し
た
。
写
真
を
見
る
だ
け
で
思
わ
ず
お
腹
が
空
い
て

き
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
（
笑
）
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
と
て
も
大
切
な
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
広
報
誌
を
通
し
て
、
様
々
な
活
動
を
伝

え
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

農
福
連
携
、
と
て
も
良
い
取
り
組
み
で
、
障
が
い

の
あ
る
方
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
共
に
社
会
に
参

加
で
き
、
生
産
者
の
1
人
に
な
れ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
側
も
喜
び
が
わ
き
ま
す
よ
ね
！�

�

（
い
わ
き
市　

Ｓ
さ
ん
）

編
集
担
当
よ
り

農
福
連
携
を
利
用
し
て
い
る
農
家

さ
ん
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
作
業
面

で
も
と
て
も
助
か
る
し
、
自
分
自
身
も
成
長
が
で
き

て
嬉
し
い
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
お
り
、
お
話
を
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
と
て
も
魅
力
的
な
取
り
組
み
だ
と
私

自
身
も
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
取
り
組
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
広
報
誌
な
ど
を

通
し
て
１
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
！

（
い
わ
き
市　

田
子
シ
ヅ
子
さ
ん
の
作
品
）

お
は
よ
う
と

両
手
を
つ
な
ぐ回覧

板

今年も広報誌をご愛読いただき、
また沢山のハガキを送っていただ
きありがとうございました。皆様
と広報誌を通して様々な形で関わ
ることができ、とても楽しい１年
でした。来年も沢山の情報を発信
して参りますので、どうぞよろし
くお願いいたします！ 編集担当 W

今年も１年間広報誌「さくら」をご
愛読いただき、ありがとうござい
ました。来年も皆さまに楽しんで
いただける広報誌を目指してまい
りますのでよろしくお願いいたしま
す！これから寒さが厳しくなります
が、体調に気をつけて良い年末を
お過ごしください♪ 

温
暖
化熊も

あ
ち
こ
ち

民
家
ま
で

（
郡
山
市　

舞
木
洋
子
さ
ん
の
作
品
）

◆
川 

柳

第10回  理事会報告第10回  理事会報告 令和５年
�
10 月 30 日開催

議案第 1 号	
議案第 2 号	
議案第 3 号	

決 議 事 項

各議案とも原案通り可決決定致しました。

「有価証券の減損処理規程」の設定について
信用事業方法書の一部変更について
2024年JAバンク保証料助成の実施について

報 告 事 項

（1）	
（ 2）	 	
（3）	 	
（4）	
（ 5）	 	
（6）	 　
（7）	
（ 8）	 �
�
（9）	 �
�
（10）	 	
（11）	
（12）	

JA福島さくらの概要

8,979 百万円

出資金

（2023年10月末 現在）

組合員数

【正】38,515 人
【准】33,636 人

事業実績

貯金 655,906 百万円
貸出金 179,007 百万円
販売取扱高 9,708 百万円
購買取扱高 4,898 百万円

◆
絵
葉
書

（
郡
山
市　

宗
像
カ
ネ
子
さ
ん
の
作
品
）

甘
柿
が熟

れ
て
心
は

児
に
か
え
る

朝
昼
晩平

凡
な
日
が

非
凡
な
り

（
い
わ
き
市　

布
施
敏
家
さ
ん
の
作
品
）

「原発に負けずたくまし紅の花」（三春町 熊田吉夫さん）
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ホームページ

ご不明な点がございましたら、
右記部署へご一報いただき
ますようお願い申し上げます。 ☎024-921-0508 リスク管理部

コンプライアンス課

担当部署

● �お客様の財産をお守りするため
に印鑑はお預かりいたしません。

● �本人確認のため、免許証、健康
保険証等の提示をお願いする場
合がございますので、ご協力を
お願いいたします。

● �伝票、申込書、諸届出書類等への代筆はいたしません。
● �現金、通帳、証書をお預かりする場合は 「受取書」「預

り証」 を交付しており、預かり通帳、証書をお返しす
る際に回収させていただいております。

● �ＪＡ職員がお客様にキャッシュカードの暗証番号を聞
き取ることはありません。

共通編 信用事業編

● �共済契約申込書におけるご本人様欄につい
ては自署をお願いしております。

● �共済証書等をお預かりする場合は 「共済証
書等お預り書」 を交付しており、預かり共
済証書等をお返しする際に回収させていた
だいております。

（満期、解約、郵送の場合を除く）
● �異動申込、共済金請求申込等を受け付ける

際は共済契約者、共済金受取人等、正当な
権利者以外からの申込は受理できません。

● �ご高齢の方への契約締結にあたってはご納
得いただくまで丁寧に説明しております。
また、ご家族等への相談をお勧めしています。

● �お客様から契約いただいている内容（住所等）
に変更がございましたらＪＡまでご連絡を
お願いいたします。

共済事業編

● �現金でお買い上げの際には、ＪＡ所定の
インボイス対応の領収書又はレシートを
発行しております。また、配達、集金の場
合は一連番号を付した領収書を発行して
います。

● �現金による返品の際は、領収書又はレシー
トを返却いただき、返品伝票に返金受領
署名（もしくは押印）をいただいております。

● �購買品配達（在宅時）の際は、伝票に受
領署名（もしくは押印）をいただいており
ます。

● �毒物・劇物をご購入の際は、必ず譲受証
に印鑑が必要となります。

● �購買代金をお客様の貯金口座から引き落
とす際には、口座振替依頼書をいただい
ております。

経済事業編

日頃は、ＪＡの事業をご利用いただき、厚く御礼申し上げます。
ご利用いただいている皆様には各事業を安心してご利用いただけますよう、
以下のとおり取り扱いをしております。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

ＪＡ事業ご利用の皆様へ




